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1. は じめに
大気補正 にお い て ､ 大気 エ ア ロ ゾル の影響を取り除く際､ いく つ か の モ デル を仮定 して
行う｡ しか し､ 時 々 変化する エ ア ロ ゾル は､ そ の モ デル の健か ら大きく外れ る こ■ともあり､
その 緒果､ 散乱特性が変化 し補正 に影響を与 える｡
本研究では ､ ①化学組成分析 から求められた光学粋性と､ 6S 中で使 われるモ デル の光
学特性 の 比較､ お よび ､ パ ス ラ ジア ン ス に 与える影 軌 ② 6S を用い た大気補正 の 比 軌
の 二 点に対 して解析を行 っ た｡
以下の 本給文中で用い る化学組成デ ー タ 臥 97年に関東浮遊粒子状物質合同調査
1)によ
り得 られた 17地点 のデ ー タを使用トて い るQ
2 . こ哩輪
化学組成か らの 光学特性の 導出は太田の 方牲
2)を用い ､ 以下の 手 順で 行 っ た ｡ まず､ 化
学神威から､ 元素状炭素､ 有機物､ 土壌粒子 ､ 海塩粒子 ､ 硫酸ア ン モ ニ ウム ､ 硝酸ア ン モ
ニ ウムの
■
6成分を分類する ｡ 次にそれ ぞれ の.複素屈折率､ 重量清廉
から粒径分布 を便定し､
ミ 一 散乱理絵に より単 一 散乱ア ル ベ ド, 非対称パ ラメ ー タ ー . 位相閑散を導出した. 今回
の解析におい て エ ア ロ ゾ/レは､ す べ て均質な粒子と して存在し浪合梯を形成 して い ない も
の と した｡ Tablel に用 い た各成分 ごとの波長 5$On m で の複素屈折率を､ Fig.1 に 1997
年 7月 ､ 千葉大学で測定された化学組成により導出 した エ ア ロ ゾル の光学 粋性を示す｡
Table 1 Refr activeIndex (九 =560n m)
元素状炭素 1.76 - 0.550 i
有機物 1,56 1 0.000i
土壌粒子 ･1.65 - 0.008 i
海塩粒子 1.38 - 4.3e-9i
硫酸ア ン モ ニ ウム 1.33 - 2.Oe-9 i
消散ア ン モ ニ ウム 1.83.
- 2.Oe 19 i
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エ ア ロ ゾル の 光学特性を同様に 17地点で 求め ､ その デ ー タを補間 し､ 関東地方 で の 単
散乱 ア ル ベ ド, 非 対称 /くラ メ 一 夕 - ､ 位相 関数 の 分布 を導 出 し関東 夏 モ デ ル と した
(Fig.4(a),4(b))｡
- 53 -
3.1 6S 中で の モ デ ル と化学組成か ら求めた光学特性 の比較
Fig. 引 こ 6S で使われ る都市型モ デ ル ､ 大陸型 モ デ ル ､ 海洋型 モ デル と ､ 化学組成か ら計
算した千葉と 一 宮 で の 光学稗性を示す｡ (a)iま単 一 散乱ア ル ベ ドの波長依存性 であり､ ほと
ん ど吸収の ない海洋型 モ デル を除 い て ､ 波長 の 増加 とともに 単 一 散乱ア ル ベ ドの 借は 減少
して い る｡ 千葉で の借は ､ 都市型 モデ ル と大陸型 モ デ ル の中間に位置 し, 一 宮は大陸型 モ
デル と波長 1FL m 以下で 同 じような値をと っ たo 0)は非対称 パ ラメ ー タ ー の波長依存性 を
表 し､ 千葉､ 一 宮 ともに波長 1FL以下で は大 陸型モ デル に ､ それ以上で は都市型 モデル に
よく似た借をと っ た｡ 大陸型 モデル で長 波長 で値が大きく な っ て い る の は ､ 大粒子の 影響
の ため と考えられ る｡
3.2 モ デ ル の 違い に よ るパ ス ラ ジア ン ス の 比較
Fig･8(a)に各 モ デル ごとの パ ス ラ ジア ン ス の 太陽天頂角に対する変化 を表す (地表面反
射率 :O120､ 光学的厚さ :0.26)｡ こ の 時の 衛星天頂角は O
o
と して い るの で ､ 180 から太
陽天頂角を引 い た億が散乱角にな る ｡ またO) に パ ス ラジア ン ス の視程に対する変化を示す
(地表面反射率 ‥o･20, 太陽天頂角 =boo )｡ (a)､ 0)ともに 千葉で の 値は都市型 モデ ル と
大陸型 モデル の ちょう ど中間の 借とな っ た｡
3･3 都市型 モ デル ､ 関東夏モ デル による 6 S での大気柿正
Fig･苧(a)に都市型 モ デル を ､ 0)に関東夏モ デル を使用 して 計算 したパ ス ラジア ン ス を示
す (光学的厚さを 0,25 と して 計算)｡ 都市型モ デル では ､ パ ス ラ ジア ン ス は散乱角 に しか
よらない の に射 し, 関東夏モ デル で は ､ 地域ごとに特色ある値をとり都市型 モ デル の 借よ
りも全体的に大きな値をと っ た ｡ また ､ 太平洋側 で ､ (a)､ O')の差は大きくな づ た｡ こ の パ
ス ラジア ンス を用 い た､ 衛星画像の - 次補正結果を Fig6 に表すo (a)が都市型モ デル ､ 0)
が関東夏モ デル を使用 したも の で ある｡ 単 一 散乱 アル ベ ド､ 非対称 パ ラ メ ー タ ー の借の ズ
レ が大きい とこ ろで ､ 補正後 の輝度債も大きな轟い がみ られた ｡
4 . まとめ
本報告 では ､ 6S 中で使われる モ デル の 光学特性 と ､ 化学組 成に より導出された エ ア ロ
ゾル光学静性の 違い を比較した ｡ また､ それぞれ の モ デル で 6S を用い て 大気補正 を行 っ
た結果 ､ 地域 ごとに借に大きな違い がみ られた｡ これ から ､ より精密な大気補正 を行 うた
めに は , エ ア ロ ゾル モデ ル を地域ごとに変化させ る必 要がある と考えられ る o 今後 の解題
と しては ､ 光 学的厚さの 分布や, 光学特性の 導出過程で浪合核 の存在も考慮に入れて計算
する こ となどがあるさヂられ る
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